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 ちょこ旅  江戸東京博物館見学       今年のちょこ旅第三弾 ６月２９日催行 

                        梅雨の盛り、雨天向きの施設を選択するも晴天なり 

                      利用会員・家族７名、ボランティア４名 計１１名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         前列左から 

日野さん・鈴木さん・本多さん・村上さん・助田さん 

                   後列中央 鈴木のご主人・本多さんの奥様 

後列両脇 尾形・桑原・浅見・尾形ｗ 各 VO 

利用会員  鈴木 ますみさん寄稿            

 

６月２９日の土曜日、天気予報に反して良い天気の中、私たちはキャブの事務所で２台の車に 

分乗して東京の中心地へと向かった。新宿、四谷と懐かしい街を車窓に見ながら、車は進み、 

１０時頃には目的地の博物館に着いた。館内は、当時を再現した日本橋を渡り展示場へと向かった。 

模型で作られた江戸時代の町、長屋、庶民たちの姿など、とても興味深かった。江戸の町火消の纏の実物、

人力車、当時の自転車など大変面白かった。昔の越後屋（三越の前身）の模型では、商人が座敷で反物を見

せていたり、子供が部屋の中で、ちょこんと正座していて、入り口には藁で編んだ草履が置いてあり、なる

ほどと感心した。６階、５階と見物して、昔の小判など想像していたものより薄くて小さかった。 

その後、７階の食堂に上がり、箱に入ったお弁当をいただいた。日頃家では食べられない冬瓜の煮物、 

マグロのお刺身、揚げ物など、とても美味しく頂いた。 

その後、１階に降りてミュージアムショップで、孫への太鼓と犬張り子のキーホルダー２個と絵葉書を 

買った。 

午後２時頃、再び車に乗って帰途に就いた。途中で新しくなった東京駅の外観や迎賓館を車窓見物した。大

変嬉しかった。見たいと日頃思っていた所だったからだ。 

三鷹市内に入り、セブンイレブンの駐車場で車を乗り換えて、それぞれの自宅に送っていただいた。 

夕方４時過ぎには家に着いた。楽しい１日を本当にありがとう。キャブの方々、ボランティアで 

お世話くださった方々、心から感謝しています。秋の巾着田への曼珠沙華の花紀行も楽しみにしています。 
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新人運転ボランティア紹介    沢田 誠一郎 さん 

 

学生時代から子供の遊び方教室、30 歳代からは知能障害者、身体障害者等の 

野外活動および障害者スキー補助等のボランティアをしてきましたが、 

本年 7月末ですべての仕事を引退しましたので月の半分位は時間的な余裕ができました。 

ボランティアセンターからのお勧めでみたかハンディキャブのお手伝いを 

することになりました。 

旅行と食べ歩きが趣味で時間に追われずキャンピングカー等で、のんびりドライブ旅を楽しんでいます。 

現在、頭の中は利用会員宅と主な目的施設等の場所を覚えることで目一杯ですが、早めに覚えて 

皆様の助けになるように頑張りますのでよろしくお願いします。 

 

 

   事務新スタッフ紹介     渡部
わたなべ

 恵理子 さん        

 

 

  はじめまして！ ６月からハンディキャブで電話の受付をしております 

  渡部と申します。 

  皆様とは電話でお話をするのが主になりますが、 

  丁寧な対応を心がけたいと思います。 

  まだまだ至らない点がありますが、お役に立てるよう頑張りますので 

  よろしくお願い致します。 

 

 

   退職の挨拶          瀬口 淳子さん 

 

 

瀬口です。６月２０日付で退職しました。黙って辞めて、すみません。 

キャブでの最後の日々、皆さんとはこれまで通りに過ごして辞めたかったので……。 

その昔、キャブの事務局に入局した際、『椅子の上にも３年』と言っておりましたが 

振り返れば１３年にもなっていました。ご迷惑もお掛けしましたが、 

ほんとに楽しかったです。 

利用者・ご家族の方々のみならず、賛助会員、その他関わって下さった方々に 

気付かされることも多くありました。 

皆様のこれまでのご厚意に心より感謝申し上げます。 

どうか皆様もお元気でお過ごし下さい。 

またどこかでお会いすると思いますので、さよならは言いません。ではまた。 

 

 

運転ボランティア募集中 あなたのちからが必要です！！ 
 

 

私達は,福祉車両「あおぞらＡ～Ｈ号」の８台を使用して、障がいや高齢のために移動が困難な 

方の外出をお手伝いしています。この「あおぞら号」を運転して下さる方を募集しています。 

ご応募をお待ちしています。また、お知り合いの方がいらしたら、是非ご紹介ください。 
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   運行利用料金改定等のお願いとお知らせ 

 

 

  誠に心苦しいお願いとお知らせですが、長年続けてきました現行の運行料金を改定致したく 

 お願いを申し上げます。詳しくは同封致しました『改定に関する書簡』をお読み頂きたくお願いします。 

 ハンディキャブの財政状況と取り巻く環境は、年々厳しさを増しております。 

 利用者の皆様にご負担をお掛けすることは、誠に申し訳なく存じますが、当会の活動運営を維持し 

発展するために万止むを得ない措置であることをご理解いただきたいと思います。 

 なお、運行料金改定に伴う運用等について検討を進めておりますが、運行料金の支払い方法についても 

 月次精算を含めた皆様の利便性を考慮した方法を検討しております。ご希望がありましたらお寄せ下さい。 

今後とも、安全・安心・信頼のハンディキャブとして皆様とともに歩んで参ります。 

 

謹言 

 

運行料金領収書を省略します 

 

   

  現在、運行料金受領時に一律発行している領収書を省略して希望される方のみに限定します。 

  医療控除申告等の際、領収書が必要な方は、従来の通り発行致しますのでお申し出下さい。 

  運用実施は、１０月１日からとさせて頂きます。 

 

 

ファックスでの予約を解禁します 

 

  これまで運行予約の受付方法は、電話受付のみとして参りましたが、ファックスでの 

  予約を受け付けることと致します。 

  統一したファックス専用の予約受付票を作成しましたので、ご希望の方は事務所までご連絡下さい。 

  ファックスでの予約は随時受付と致しますが、運行日３日前迄の予約原則はお守り下さい。 

緊急の予約は受けられません！ ご注意下さい。 

  ファックスでの予約は一方通行になりがちです。送信したら予約確定済みではありません。 

  かならず事務所との相互確認は不可欠ですのでご理解と確認をお願いします。 

  運用実施は、１０月１日からとさせて頂きます。 

 

※ 今後、ご案内や連絡等にファックスは有効な手段となります。 

機会がありましたら、設置のご検討を頂ければ幸いに存じます。 
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胸に染みる詩 

＊子供達へ 

この人の子どもが欲しい そんな気持ちが 私を結婚へと導いた 

あれから十六年 息子も中学生になり 父親に怒られ 「あの親父・・・」と 私に訴えた時 

「お母さんはあなたに 良いお父さんを 選んであげられて 良かったと思っているの 

お父さんと結婚したこと あなたに誉めて貰えると 思っているわ」 そう言いました 

息子は何も言わず静かに立ち去った 

 

 

＊青春                                   原作  サミュエル・ウルマン

邦訳 岡田 義夫 

青春とは人生のある期間を言うのではなく、心の様相
ようそう

を言うのだ。 

優れた創造力、逞しき意志、炎ゆる情熱、怯懦
きょうじゅ

を却ける勇猛心、安易を振り捨てる冒険心、 こう言う様相を青春と

言うのだ。 

年を重ねただけで人は老いない。理想を失うときに初めて老いが来る。歳月は皮膚のしわを増すが、情熱を失う時

に精神はしぼむ。 

苦悶や狐疑
こ ぎ

や、不安、恐怖、失望、こう言うものこそ恰も長年月の如く人を老いさせ、精気ある魂をも芥
あくた

に帰せしめ

てしまう。 

年は七十であろうと十六であろうと、その胸中に抱き得るものは何か。 

曰く、驚異への愛慕心、空にきらめく星辰
せいしん

、その輝きにも似たる事物や思想に対する欽仰
きんこう

、事に処する剛毅な挑戦、

小児の如く求めて止まぬ探求心、人生への歓喜と興味。 

人は信念と共に若く 疑惑と共に老ゆる、 

人は自信と共に若く 恐怖と共に老ゆる、 

希望ある限り若く  失望と共に老い朽ちる。 

大地より、神より、人より、美と喜悦、勇気と壮大、そして偉力の霊感を受ける限り、人の若さは失われない。 これ

らの霊感が絶え、悲嘆の白雪が人の心の奥までも蔽
おお

いつくし、皮肉の厚氷がこれを堅くとざすに至れば、この時に

こそ人は全く老いて、神の憐れみを乞うる他はなくなる。  

 
◆利用会員の皆様へ◆    

  みたかハンディキャブの利用を希望される方をご紹介下さい。 
 

☆  障がい者・高齢者で移動にお困りの方 
☆ 電車やバスのご利用がお一人では難しい方 

☆  透析患者で常時通院なさる方 
☆  目的地まで単独歩行の困難な方 

 

 



   ちょこ旅：江戸東京博物館 

６月２９日の土曜日、天気予報に反して、良い天気の中、私たちは、キャブの事務所で、２台の車に分

乗して、東京の中心地へと向かった。新宿、四谷と懐かしい場所を車窓に見ながら、車は進み、１０時

ころには目的地の博物館に着いた。中は、木の橋をわたり、展示場へと向かった。模型で作られた江戸

時代の町、長屋、庶民たちの姿などとても興味深かった。江戸の町火消の纏の実物、人力車、当時の自

転車など、大変面白かった。昔の越後屋（三越の前身）の模型では,商人が座敷で反物を見せていたり、

子供が、部屋の中で、ちょこんと正座していて、入り口には、藁で編んだ草履が置いてあり、なるほど

と感心した。６階，５階と見物して、昔の金貨など、想像していたものより、薄くて小さかった。その

後、７階の食堂に上がり、箱に入ったお弁当をいただいた。日頃家では食べられない、冬瓜の煮物、マ

グロのお刺身、揚げ物など、とてもおいしく頂いた。その後で、１階に降りて、ミュージアムショップ

で、孫への太鼓と犬張り子のキーホルダー２個と絵葉書を買った。午後２時ころ、再び車に乗って、帰

途に就いた。途中で、新しくなった東京駅の外観や迎賓館を車窓見物した。大変、嬉しかった。見たい

と日頃思っていた所だったからだ。 

再び、セブンイレブンの駐車場で、乗り換えて、それぞれの自宅に送っていただいた。夕方４時過ぎに

は家に着いた。楽しい１日を、本当にありがとう。キャブの方々、ボランチアでお世話くださった方々、

心から感謝しています。秋の巾着田への曼珠沙華の花紀行も楽しみにしています。 

                   鈴木ますみ 

 

 事務所の新しいメンバー紹介 

 

 事務所スタッフも入れ替わりました。       知性派ロマンスグレー男性陣 

                        

                            

                     後列左 須山さん 新コーディネーター 月・水担当 

                       中 桑原さん 中堅  〃       火担当 

                   右  尾形さん 古参  〃   木・金・土担当 

                       

                     前列左 中村さん  会計担当顧問  非常勤 

                       右 勝間田理事長 殆んど事務所にいます 

 

 

 

 

    才色兼備の女性陣 

 

    左から今井さん 月・水・金担当 

    中  水流
つ る

さん 火・木  担当 

    右  渡部
わたなべ

さん 火・木・土担当 

 

※ 次回号は運転ボランティアのスタッフを逐次、紹介をしてゆきます。お楽しみに！ 

 

今後の予定 

９月１４日（土）１５日(日) 三鷹市『敬老のつどい』移送協力参加 

１０月３日（木）ちょこ旅企画 巾着田 曼珠沙華とコスモス観賞（別紙案内をご覧ください。） 

１１月３日（日） 福祉バザー参加 （会場 南浦小学校） 

※バザー提供品は、衣服以外の新品同様の品物をお願いします。 

不要品処分と思われるような品物はお預かりできません。 

※ご協力頂く提供品は極力運行時を利用頂くか、可能であれば各自で事務所までお持ちください。 

※提供品の受付は１０月２１日（月）～１１月２日（土）迄とさせて頂きます。 

１１月１０日（日）日帰り交流会 行き先検討中 
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何故
な ぜ

だろう？  

       

   ヤクザが逮捕されると、どうして両側から刑事が挟んで 

   連行されるのだろう？ 

   二人だと、どちらがヤクザか分からないからである。 

  

 

何処
ど こ

だろう？ 

 

 交通事故に遭った男が病院に運び込まれ、丸２日の昏睡状態後、 

 ３日目に目を覚ました。 

   「ここは何処だ！天国か？」 

   そばについていた奥さんが言った。 

   「あなた！ 違うわよ！ 私がここに居るじゃないの！」 

   

                             きみまろ 

 

 
編集後記                       発  行 
 

平成２５年夏季号をお送りします。           ＮＰＯ法人みたかハンディキャブ 
この交流誌は、ハンディキャブの活動を通じて、 

年間４回発行する相互交流の場です。           〒181-0012 三鷹市上連雀８－３－１０ 

 

残暑お見舞い申し上げます。                みたかボランティアセンター２階 

例年にも益して暑さが堪えるのは私だけでしょうか？     ＴＥＬ  ０４２２－４１－０１８５ 

寄る年波が余計に耐えがたく感じる毎日です。        ＦＡＸ ０４２２－４１－０２７４ 

世界陸上中継を観戦して寝苦しい夜を凌ぎます。       Ｅ－mail :m-cab@parkcity.ne.jp 

トップアスリートの究極美に酔いしれる夏！                                     

O                 ホームページ : みたかハンディキャブ 
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